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日本感染症学会などの 3学会

は、10 月から始まった新型コ

ロナウイルスワクチンの定期

接種について、重症化リスクが

高い高齢者に対して「接種を強

く推奨する」という見解を公表

しました。この内容について中

路医師に伺いました。 

日本感染症学会などの 3学会

の見解とは？ 

編集部： 

日本感染症学会などの 3学会

の見解を教えてください。 

中路先生： 

日本感染症学会など 3学会は、2024 年 10 月 21 日に「2024 年度の新型コロナワクチン定期

接種に関する見解」を発表しました。見解の冒頭では「新型コロナウイルスの⾼齢者にお

ける重症化・死亡リスクはインフルエンザ以上であり、今冬の流⾏に備えて 10⽉から始ま

った新型コロナウイルスワクチンの定期接種を強く推奨します」という内容を示しました。

こうした主張の根拠として、「新型コロナウイルスワクチンが、これまでに高い発症・重症

化予防効果を示していること」「変異株が出現するため、新型コロナウイルスの流行はこれ

からも起こること」「高齢者の新型コロナウイルスの重症化・死亡リスクは、インフルエン

ザ以上であること」「流行株に対応した新たな新型コロナウイルスワクチンの追加接種が必

要であること」の 4点を挙げています。 

見解では、今シーズンの定期接種で使われるワクチンについても紹介していました。そし

て、最後は「新型コロナウイルスの変異のスピードは速く、免疫回避力を高めた株が繰り

返し出現していますが、今のところオミクロン株の派生株にとどまっており、全く新しい

系統の変異株が出現する徴候はみられていません。毎シーズン変異を繰り返すインフルエ

ンザウイルスに対して、毎年新しいインフルエンザワクチンが定期接種として高齢者に使

用されているように、新型コロナウイルスに対しても新たな流行株に対応したワクチンを

少なくとも年に 1回は接種することが必要です。これらのワクチンは一過性の副反応があ

りますが、臨床試験ではワクチンと関連した重篤な健康被害はみられず、安全性が確認さ

れています。ワクチンの利益とリスクの大きさを科学的根拠に基づいて正しく比較し、ご

自身が信頼できる医療従事者とよく相談して接種するかどうかを判断することが望まれま

す」と締めくくられていました。 

今シーズンの新型コロナウイルスワクチンの定期接種の内容は？ 

編集部： 

2024 年 10 月 1 日から始まった、新型コロナウイルスワクチンの定期接種について教えて

ください。 

中路先生： 



新型コロナウイルスのワクチンの定期接種について、2024 年 3 月までは無料で接種するこ

とができました。しかし、今シーズンの接種については、インフルエンザワクチンと同じ

ように原則、費用の一部を自己負担する形で実施されています。 

定期接種の対象となるのは、65 歳以上の高齢者と 60～64 歳までの重症化リスクの高い人

です。これらの対象者は、2025 年 3 月末までに 1 回接種します。接種費用は約 1万 5000

円となりますが、国が 1回あたり 8300 円を助成することで、自己負担が約 7000 円に収ま

るよう配慮されています。自治体によっては、独自の補助をおこなうところもあるので、

接種を検討する場合はお住いの自治体のホームページなどを確認するといいでしょう。 

定期接種に使われる新型コロナワクチンは、ファイザー、モデルナ、第一三共の mRNA ワク

チン、ノババックスが開発して武田薬品工業が販売する組替えタンパク質ワクチン、Meiji 

Seika ファルマのレプリコンワクチンの 5種類です。 

今回のニュースへの受け止めは？ 

編集部： 

日本感染症学会などの 3学会の見解についての受け止めを教えてください。 

中路先生： 

新型コロナウイルスの感染状況について、現在は収束しつつありますが、冬には再び大き

な流行が予測されています。高齢者の重症化リスクはインフルエンザ以上であることに加

え、日本では新型コロナウイルスに未感染の高齢者が多いとされているため、これまでと

同様にワクチンによる免疫獲得が重要であると考えます。それとともに、マスクの着用、

手洗い、換気など基本的な感染対策も必要です。 

編集部まとめ 

日本感染症学会などの 3学会は、10 月から始まった新型コロナウイルスワクチンの定期接

種について、重症化リスクが高い高齢者に対して「接種を強く推奨する」という見解を公

表しました。学会の見解でも述べられていますが、ワクチン接種については、利益とリス

クの大きさを科学的根拠に基づいて比較して、信頼できる医療従事者と相談して判断する

ことが望まれています。 

［この記事は、Medical DOC 医療アドバイザーにより医療情報の信憑性について確認後に

公開しております］ 
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